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２１世紀に入って環境の重要性が益々高まる中、２０世紀後半に計算機の世界で、メインフ

レームコンピュータと一線を画する形で、”Computer for the rest of us”を掲げて勃興したパーソナ

ルコンピュータ(PC)の構図を、高性能ながら莫大な初期コストと維持費を要するメインフレーム

クリーンルームの対極をなす個人用クリーン環境(Personal Clean-environment: PCe)の間に見出す

ことができる。PC は脳と、PCe は体と対をなす。古代ローマの詩人ユヴェナリウスの言葉に思い

を馳せつつ、脳は体が支えていることを考えれば、PCe の重要性は PC のそれをも内包するといっ

ても過言では無かろう。PCe を最大限活用し、個人の世界にクリーンスペースをもたらすことで、”

Clean space for all of us”へと発展できる。ＣＵＳＰでは、その内部と外界とが基本的に等圧であ

り、塵埃や菌を含む空気を室外に排出しない閉鎖系をなし、外部環境に悪影響を及ぼすことがな

い点で、従来型クリーンルームとは一線を画する特長をもっており、今後の科学技術、生産現場、

居住環境、さらには医療・療養環境として展開が大いに期待される。 

我々は、ここ１０年来、高清浄度を実現可能なクリーンユニットシステムプラットフォーム

（CUSP）の一般住宅への展開を図って来ているが、特に、日本古来の“蚊帳”の概念を進化させ、

蚊の侵入を防いだ古来の知恵を生かし、塵埃を高効

率で取り除くことのできるテント式 CUSP を開発

し、普段使って居る寝具やパジャマを使って普通に

自然な形で就寝する中、外界の百分の一～千分の一

の塵埃・浮遊菌しか存在しない呼吸器に取って極め

て良好な環境で睡眠をとることができることを示

した。図１上に示すように、数分で 0.5ミクロン以

上の塵埃数の総和が 1立方フィートあたり 1000 個

以下（US 209Dクラス 1000）の良好な清浄度となる

（テント式 CUSPの密閉度が高ければクラス 100も

可能である）。また更なるメリットとして、図１上

に示すような塵埃のバックグラウンドが下がった

中での就寝であるため、通常の寝室での睡眠では不

可能な、睡眠中の寝返り等体動に伴う塵埃数の上昇

を検出することができる。特に、その際の睡眠の深

さに応じて、塵埃数上昇の時間変化スペクトルが変

化することを見出した。また、この塵埃数の自己相

関を計算すると図１下に示すように、約９０分とそ

の２倍の１８０分ところにピークが見られ、レム睡

眠・ノンレム睡眠の特徴的な周期に対応することが示された。このように、テント式 CUSP 内で

就寝した際の塵埃数の時間変化を測定・解析することで、安否確認や睡眠情報検知[1]の可能性を

示しており、これを Kinetosomunogram (KSG)と名付けているが、未病状態からの健康回帰支援な

どを通じてクオリティオブライフ（QOL）の向上につなげていくことが期待される。 
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図 1. テント式ＣＵＳＰ内で就寝した時のダストカウント 

の時間変化(上)、及びその自己相関関数(下)。 
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